
年金・一時金の支払いや、その財源となる資産の積立状況をみる会計です。

年金資産は561億68百万円に

（ ）（予定損益計算書・経常収支）
1年間の収支見込み 基金の主な収入源である掛金、年金や一時金の支払い、年金資産の運用損益など

の1年間の収支を見込みます。

（ ）（予定貸借対照表）
財政バランス 将来の年金・一時金の支払いおよび運用悪化に備えて、当年度末までに積み立てて

おくべき必要額（責任準備金）と、保有する年金資産とのバランスを予測します。

収　益
29億97百万円

費　用
29億97百万円

資産勘定
561億68百万円

負債勘定
561億68百万円

標準掛金収入
（17億12百万円）
事業主からの掛金

給付費（28億45百万円）
年金・一時金の支払い

運用手数料等（1億22百万円）
運用機関に委託している
年金の支払いなどの業務の
委託手数料等

責任準備金増加額（30百万円）
1年間における責任準備金の
増加額

純資産（年金資産）
（561億68百万円）

運用収益（12億85百万円）
資産運用における収益

別途積立金
（152億96百万円）

責任準備金

基金予算のお知らせ

年 金 経 理

〔 〕　３月6日に開催されました第46回代議員会で、当基金の2025年度予算が
可決・承認されました。その概要をお知らせいたします。

2025年度

期待収益率2.3％での
運用を想定

（408億72百万円）

基金の業務運営に必要な経費を処理します。

収　益
4,188万円

費　用
4,188万円

事務費掛金収入（1,298万円）
　事業主からの掛金

事務費（3,110万円）
業務運営に要する費用

その他（93万円）

当年度不足金（2,890万円）
業務委託費（985万円）

業 務 経 理

　当基金は、加入事業所からの掛金（事務費掛金）により運営されています。そのため1人
あたり月額100円を事業主に負担いただいています。
（資産額が大きくなっていたことを受け、2024年4月より加入者還元のために370円から100円に事
務費掛金額の改定を実施（掛金減額は26年3月末まで2年間の予定））

予 算 の 基 礎 数 値
2025年度の当基金の予算は、次の基礎数値に基づいて作成しました。

1. 加 入 事 業 所 数： 17社

2. 加 　 入 　 者 　 数： 10,820人

4. 給　付　　　　　　： 8億6百万円年 金 給 付
：20億39百万円一 時 金

3. 掛　金　　　　　　：17億12百万円標 準 掛 金
（リスク対応掛金は2024年度までで終了）

： 12.98百万円事務費掛金

（業務会計）


